
  
 
 

 

 

 

 
 

                     

 

 

はじめに、橋本福島県分会執行委員長が、「今集会で様々な意見を出し合い、そして今後の運動へ繋

げていく。組織強化・拡大にむけ一致団結しイースト運動を進めよう」と挨拶しました。 

続いて、菅野本部執行委員長は「福島県分会での総対話集会が最初である。今後各地区、支部、分会

で随時開催していく。会社施策に我々はどう対処していくか。オリンピック・パラリンピック終了後の

各労働組合の動向に注意が必要である」と挨拶をしました。 

主な内容 

・矢継ぎ早に出される会社施策に対する不安と、施策と現場実態の乖離。 

・生産性、効率化が進む中、人材確保はどうなるか。 

・グループ、パートナー、関連会社との意志疎通と、ＪＲ東日本の一員としての自覚があるか。 

・ＪＲ東日本本体、委託会社との関係が上手くいっていない。 

・駅での乗り換え等、高齢者、交通弱者の案内が行き届いていない。 

・仕事の偏りがある。仕事の分からない人が多数いるのは国鉄時代の負の遺産である。 

 

今後は各地区、支部、分会で実施していきます。組合員皆様の積極的な参加をお願いします。 
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福島県分会総対話集会開催！ 

全国８万３千人が集う JR 連合へ結集しよう！       

２０２０年１月１７日（金）本

部主催、総対話集会が郡山駅西口

「ビックアイ」で開催されました。

今回は仙台地本、福島県分会組合

員を中心にはじめての開催となり

ました。 

本部からは、菅野中央執行委員

長、秋山中央執行副委員長が参加

し各組合員と、現場の問題点、施

策の疑問、今後の運動について議

論を交わしました。 


